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システム（業務）概要

�EDI向けユーザ認証システム構築（約2,500ユーザ）

�Access Guardian からのリプレース

お客様の課題

�認証に利用してきた機器のサポート切れに伴い、システムの早期リプレース、

およびコストダウンが課題となっていた。

利用したソフトウェア

�OpenAM （ThemiStruct-WAM シングルサインオンソリューション）

�ThemiStruct-CM 電子証明書発行ソリューション （OpenSSL版）

設計上、マネージメント上の

ポイント

�OpenAM以外にも電子証明書発行を行う必要があり、プロジェクトの期間（３か月）

として非常に短かった。そのため、スケジュールをどう実現するかがポイントとなった。

良かったこと、悪かったこと

�トータルコストが低減できたことが非常に良かった。

また、認証方式が既存システムよりも豊富となった。

■ EDI向けユーザ認証システム構築
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■ EDI向けユーザ認証システム構築
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■■POINTPOINT１１

電子証明書の内製電子証明書の内製

化により永続的に化により永続的に

コスト削減が可能コスト削減が可能!!!!

■■POINTPOINT２２

幅広い認証方式により幅広い認証方式により

将来的な拡張が可能将来的な拡張が可能!!!!

■■POINTPOINT３３

オープンソースの利用オープンソースの利用

でもこれまでと同様のでもこれまでと同様の

セキュリティを担保セキュリティを担保

WebEDI利用者


